
                     

 

  

 

 

令和５年度 １４号 ３月２２日 文責：校長 新村雅司       QR ｺｰﾄﾞ「学校HP」 

〔城山中学校ホームページ（http://www.ueis.ed.jp/school/shiroyama-j/）では、カラーでご覧いただけます。〕 

 今年度を振り返って（学年代表生徒より）  

 

 

 

 

 

 

 

２年 R さん 

 今年度は、学習面と生活面の２つで成長することができました。 

 苦手な英語科の単語や文法などの基礎的内容を毎日復習して、成績を伸ばし

たことで、継続することの大切さを理解し、コツコツと積み重ねることで報わ

れるのだと実感しました。部活動では、先輩としての自覚をもつことができた

こと。学級ではコミュニケーションをとる機会を増やし、様々な考えの人と話

をすることで、物事を客観的に見られるようになり、色々な気付きから精神的

に大きく成長したと感じました。 

３年生では、自分で決めた学習方法を毎日継続すること、これまでやらなか

った学級委員・実行委員などに挑戦して成長に繋げることを目標にして、悔い

のない一年間にして、中学校生活の集大成となるように頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

１年 T さん 

 中学校の勉強は小学校より何倍も難しく、量も多かったです。そのため、日々

の生活の中で、学習の質と量にこだわって取り組むことを心掛けています。今

から２年後の進路をイメージし、学習に励んでいきます。 

クラスメートとは、冒険活動教室や体育祭、学習発表会を通して、絆が深ま

っていきました。一人一人が自分の力を持ち寄り、より良い城山中の一員を担

っていきます。部活動ではソフトテニス部に入部し、技術面は勿論、礼儀や努

力の大切さなど人間として大切なことを指導していただきました。今後は、行

動や人間性で新入生から憧れをもってもらえるような先輩になっていきます。 

２年生になっても学習、友人関係、部活動に対して、仲間と共に高みを目指

していきます。 

 城山中学校ＳＤＧｓ構想 次のステージへ  

 城山中学校 SDGｓ構想を立ち上げて３年間が経ちました。今年度は「Step３：SDGｓの活動を発信し

よう」に向けて、各教科や生徒会活動・学校行事を通して、「発信力」の向上を目指してきました。昨年度

に続き、各学年で SDGｓ活動を地域学校園の小学 6年生に発信しました。さらに１２月には、生徒会執行

部が群馬県伊勢崎市立第四中学校とオンラインで情報交換会を実施しました。他地域の人々との交流に対

して自信をもって対応できる人間の育成に繋がっていると思われます。 

 令和 6年度からは、次のステージへ登っていく時期となります。 

SDGｓの実践、SDGｓ活動の発信、そして SDGｓ活動の深化を 

目指していきます。変容を期待する姿には、卒業後も持続可能な 

取組が含まれています。これからも地域の皆様と共に、地域を 

支える人材の育成に取り組んでいきますので、ご理解とご協力を 

お願いいたします。【詳細は、中学校ＨＰに掲載しています。】 

強く 賢く 美しく 



 10２名に卒業証書を授与しました  

 3月 1１日(月)、第 7７回卒業証書授与式を実施しました。昨年度同様、卒業生・在校生・保護者・来賓

（従来よりも少人数にしました）の全てが体育館に入り実施することができました。卒業生の凛とした眼差

しへの卒業証書授与、想いの詰まった答辞、卒業生の心のこもった感謝の歌、そして卒業生退場での逞しく

成長した後ろ姿、どの場面も感動する式となりました。 

 今年度の卒業生は、コロナ禍の影響を受けながらも、日々の授業や学校行事をとおして、仲間を思いやる

心を育み、それをさりげなく行動に移すことが出来るようになりました。卒業式に参列した教育委員の方か

らは、「感動的な卒業式でした。卒業生感謝の歌では、学年の絆の強さを感じました。」とお褒めの言葉をい

ただきました。卒業後も、城中卒業生としての絆とプライドをもって、持続可能な社会の創り手に成長する

ことを期待します。 

 

 

    

   

 

 

 これからも実践、未来に向けて成長  

3月 2２日(金)修了式を実施し、校長の話の中では、つぎの 3点を伝えました。 

（１）地域の魅力を再確認・地域を支える人材に 

城山地区の魅力を理解し、未来を創造し、地区を担う人材に、城山と世界を繋ぐ一人に。 

 （２）自分と未来は変えられる 

・「身体は食べたもので作られ、心は聞いた言葉で作られ、未来は自分が話した言葉で作られる」 

・「自分でコントロールできることに注力し、 

コントロールできないことに関心をもってはいけない。」 

上記の言葉をヒントに成長してほしい。 

（３）「強く 賢く 美しく」の実践  

 校長より（感謝とお礼）  

令和 3 年 4 月に着任してから３年間が経ちました。今月末をもって、私は定年退職となります。いつも

元気に挨拶を交わしてくれた生徒、にこやかに笑顔を見せてくれた生徒、真剣に授業に取り組む姿を見せて

くれた生徒、歯を食いしばって頑張る姿を見せてくれた生徒、全ての生徒にお礼を伝えたいです。「ありが

とう！」 皆さんの一つ一つの表情、姿勢が私の仕事へのモチベーションとなっていました。また、サプラ

イズの「退職セレモニー」には感謝感激で、この上ない喜びでした。これからも「強く 賢く 美しく」を実

践していくことを期待し、少し離れた場所から応援していきます。 

 保護者の皆様、地域の方々においては、本校の教育活動へのご理解とご協力に対して、深く感謝いたしま

す。城山地区は、教育資源が豊富で、学校教育への理解があるため、校長として特色ある学校 

づくりに邁進することができました。今後も、地域探索活動「ふるさと学習」、地域貢献活動 

「あったか活動」、各種ボランティア活動にご支援をお願い申し上げます。そして、学校・ 

家庭・地域が一緒になって、「自分を愛し、仲間を愛し、城山地域を愛する」児童生徒（城山 

地域学校園スローガンより）を育てていくことを願っています。 


